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特集Ｉ高齢者の旅行医学一安全｡快適な旅行のために－

総説

１．旅行|医学の理解のために
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旅の安全性と快適性を追求する新しい応用医学分野である旅行医学を紹

介した．旅行医学は約20年前にＷ,パッシーニ教授により提唱され，各

国ごとに活動が広まり，日本においても2002年に日本旅行医学会が設

立された．①救急旅行医学，②アウトドアアクティビティー旅行医学，

③健康増進旅行医学，④感染症旅行医学，⑤自然災害とアクシデントの

旅行医学などをテーマに学会活動が行われている．

■この旅行医学の基本事項の１つである「航空機搭乗の絶対的欠格条件」

も併せて解説した．

、 ／／

はじめに，■

旅行医学とは，旅の安全性と快適性を追求す

る新しいＩＭＩ医学分野である．

旅，特に海外旅行に関連する医学というと，

マラリア対策，コレラ，旅行者下痢症などの熱

帯感染症をイメージする先生方がまだまだ多い

と思われるが，統計と実例に基づく現代の旅行

医学では，救急旅行医学，具体的には，海外旅

行中の心筋梗来対策，脳卒中対策，事故やケガ

対策がメインテーマとなっている．

本稿では，旅行医学の定義とその歴史，日本

の旅行医学の３つの大テーマと２つのサブテー

マI!，そして，すべての先生方が知っておくべ

き旅行医学のコアカリキュラム（I|本旅行医学

会認定医試験の５つのエリア）より，航空機搭

乗の絶対的欠格条件を紹介する２．３１．

〃Ⅱえて，老年内科を111,11されている先生方に

とって，既に11常診療の１１１で，下記に列挙した

ごとく“旅行1ｹ群:”に既に関わっているであろ

う１１:実も改めてi認識していただくと旅行医学が

■しのづかただし(医療法人社団松弘会三墨病院院長）

身近に，そして具体的イメージをもって理解さ

れると思う．

､循環器科：ペースメーカやICＤ埋込み,患者

の旅行注意点，海外での心筋梗塞対応のマニ

ュアル作成，心筋梗潅-予防ドックの勧め，時

差を超えての服薬調整法．

･呼吸器科：肺機能低下の慾椅の航空機搭乗の

判定基準とアドバイス，COPＤ患者の海外旅

行の手配現状，結核の旅行医学，新卿インフ

ルエンザ対策の旅行医学，航空機内での酸素

手配の原則．

，糖尿病科：インスリンの時差対処法，インス

リンと注射器持参の英文証Ⅲj州:，インスリン

使用患者の英文アラートカード作成，機内や

海外でのカロリー洲膿のアドバイス．

･感染症科：旅行I|'のかぜ予防のアドバイス，

海外旅行から州っての発熱の鑑別と対応，Ａ

型肝炎や破傷風などの予防接諏，マラリア予

防のアドバイスと〕鼠防薬投ﾉj,．

･消化器科：旅行IlIの下痢予防のアドバイス，
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